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(A)剖検例について 
1) 	 病理組織学的所見 
2)	 小括 
l 緒 官き E司
昭和 36年の第2回肺癌研究会総会において， 現千葉
大学滝沢名誉教授は，肺癌の基質の変化について報告
し，それ以来，悪性腫蕩実質細胞に接する間葉性細胞お
よびその線維の変性，崩壊像に着目し， Mesenchy-
modystrophie および Mesenchymol yse なる概念を 
1)-35)提唱してきた。
腫蕩基質の研究については， 19世紀より， Waldeyer 
(1867) 36 Rindfleish (1 Hansemann (1893)37)，878) 1， 
mら病理学者の業績に始まり， その後も Borst (1902) 
39)，H ueck (1920) 40)，Bohmig (1930) 41)，Innes (1934) 
叫， Willis (1952)叫ら幾多のすぐれた研究・総説が続
いている。日本においては， 昭和 19年の吉田ら的の動
物移植肉腫の間質についての研究が比較的早いが，その
後の業績については，中馬15)の総説に見るごとく，それ
ほど多くは見当たらない。
以上の光学顕微鏡レベJレでの病理組織学的研究以外
に，近時，急速の進歩を遂げつつある電子顕微鏡レベJレ
での検索が，腫虜基質の分野においてもぜひとも必要な
ことは言をまたないところである。滝沢は光学顕微鏡レ
ベノレでの腫蕩基質の研究と平行して，電子顕微鏡レベル
での腫虜基質の研究を行なった。その指導のもとに，昭
和 37年の関ら 3)の研究に始まり，小林(充)1ペ岩瀬lぺ
木下町の発表を見た。マワス肺癌発生実験における滝沢
(B)手術例について 
1) 	 病理組織学的所見ならびに電子顕
微鏡的所見 
2) 小括 
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文献 

写真説明

ら17)，19)，28)の研究は，緒方ら向， Ashoff (1923) 47)， 
Willis (1960)48)，Hamperl (1960)48うAnderson(1966) 
50)らの成書に記載されている， 癌細胞に特有の「破壊
ならびに浸潤性増殖Jという問題の解決への足がかりと
ならんとしている。
かかる観点に立って，著者は人体例における腸の良性
および悪性上皮性腫療の場合の基質について，比較検討
を行なった。
日 検索材料および検索方法 
(A)	 剖検例について
検素材料は，千葉大学医学部病理学教室における昭和 
32年より昭和 42年までの剖検材料を用い， 良性腫嘉例
として腸ポリープ 30例，悪性腫虜例として腸癌 14例，
合計 44例を光学顕微鏡的に検索した。なお対照例には，
正常大腸粘膜上皮組織を用いた。
検索方法は， 10%ホルマリン固定後， 型のごとくパ
ラフィン切片とし，へマトキシリン・エオジン染色，ワ
ン・ギーソン染色，アザン・マロリー染色，鍍銀染色， 
PAS反応を行ない，一部はゼラチン包埋後，凍結薄
切し，川村・矢崎51)コロイド・ズダン脂肪染色を施行し
た。
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(B) 手術例について
検索材料は，千葉大学医学部第二外科学教室より，手
術刻出腸管組織を得て，良性腫蕩例として大腸ポリポー
ジス 2例，悪性腫蕩例として大腸癌6例，合計8例を光
学顕微鏡的ならびに電子顕微鏡的に検索した。なお対照
例には，正常大腸粘膜上皮組織を用いた。
検索方法は，手術易Ij出腸管組織を細切し，すみやかに 
OOCの氷水浴中にて， 2%オスミウム酸(エスコルジン
緩衝液， pH 7.4)に 2時間固定し， アルコ~)レ脱水後，
エポン包理した。超薄切片は， ガラスナイフを用いて 
Porter Blum ミクロト r ムにて作製し， Reynolds 
発生部位
腫療のll症例1"剖検番号|年令，-14==11=L>JlJ#.0 番号l 腫蕩の|腫蕩1，性別|大きさ l(1963)5幻法によるウラニーJレ，クエン酸ナトリウム・硝 肉眼的形態
酸鉛の二重染色をした後， HS-7型目立電子顕微鏡にて
鏡検した。同時にエポン包埋による光学顕微鏡的検察に
は， 0.5%トノレイジン青染色 (pH7.6)を用いた。 さら
に光学顕微鏡的検索には， 1096フォルマリン固定によ
るヘマトキシリン・エオヲン染色およびJI村・矢崎脂肪
染色を用いた。
川検索成績 
(A) 剖検例について
剖検例 44例について，年令，性別，腫療の大きさ，
腫療の肉眼的形態について検索すると，表 lのごとく
になる。これを病理組織学的に腫療の発生部位とその増
殖程度(単純増殖性，異型増殖性ならびに癌腫)との関
係について検索し分類すると，表 2のごとくになる。
すなわち腸ポリープ 30例は，単純増殖性腸ポリ}プ 27
例，異型増殖性腸ポリープ 3例に分けられ，そして腸癌 
14例と合わせて 44例が検索の対象になっている。
腸ポリープとは，一般に腸粘膜上皮から腸管腔内へ突
出する腫癌をさすが，本研究では病理組織学的見地より
分類した。つまり単純増殖性腸ポリープとは，腸粘膜上
皮細胞に由来する腺腫およびその前階程とみなすべき腺
腫様増殖，また乳頭腫をさす。異型増殖性腸ポリープと
は，これら腺腫および腺腫様増殖，また乳頭腫の異型化
したものをさす。 
1) 病理組織学的所見 
① へマトキシリン・エオジン染色所見
対照例としての正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮
細胞に接する間質の間葉性細胞は，その原形質，核とも
に紡錘形で，粘膜上皮細胞に密接して整然と配列し，原
形質および核に変性像は認められない(写真 I参照)。
単純増殖性腸ポリープ 27例では， 粘液形成の著明な，
核の幾分大きい高円柱状の腺上皮細胞に接する基質の間
葉性細胞は，その原形質，核ともに紡錘形で，対照例と
同じく，原形質および核に変性像はほとんど認められな
い(写真2参照)。これに対して異型増殖腸ポリープ 3
例では，粘液形成能の減退，原形質の好塩基性の増加，
核の軽度肥大および過染色3性を伴った異型上皮細胞に接
する基質の間葉性細胞は，その原形質の染色性は減少
し，核の淡明化と萎縮が見られ，変性像が部分的に認め
表 l 検索せる腸の上皮性腫蕩

(千大病理学教室剖検例，昭和 32一昭和 42)

〔良性腫湯例一腸ポリープ〕
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し不規則に赤染し，躍原線維の断裂，融解像が著明に
認められる。 
③ アザン・マロリー染色所見
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞に接する間
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j間 性 純増殖性腸ポリープ 27例では，腺上皮細胞に接する基
質の間葉性細胞の謬原線維は同対照例と同じく，ほぼ均
等に青染して，規則的に取巻いており，謬原線維の断裂
像はほとんど認められない。これに対して異型増殖性腸
ポリープ 3例では，異型上皮細胞に接する基質の間葉性
細胞の躍原線維は，青染性の乏しいところが見られ，躍
原線維の断裂像が部分的に認められる。 さらに腸癌 14
例では，癌実質細胞に接する謬原線維の核は多くは変
性，萎縮し， その謬原線維は，青染性がきわめて乏し
く，不規則に青染し，謬原線維の断裂，融解像が著明に
認められる。 
④ 鍍銀染色所見
られる(写真 3参照)。さらに腸癌 14例では，癌実質
細胞に接する基質の間葉性細胞の核は，多くは変性，萎
縮し，その細線維は変性， 融解像が著明に認められる
(写真 4，5参照)。 
② ワン・ギーソン染色所見
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞に接する間
質の間葉性細胞の謬原線維は，均等に赤染して，規則的
に取巻いており，謬原線維の断裂像は認められない。単
純増殖性腸ポリープ 27例では，腺上皮細胞に接する基
質の間葉性細胞の謬原線維は，対照例と同じく，ほぼ均
等に赤染して，規則的に取巻いており，謬原線維の断裂
像はほとんど認められない。これに対して異型増殖性腸
ポリープ 3例では，異型上皮細胞に接する基質の間葉性
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞に接する間
質の間葉性細胞の噌銀線維は，整然と密接して，細い線
維と太い線維が明瞭に分化して規則的に取巻いており，
噌銀線維の断裂像は認められない。単純増殖性腸ポリー
プ27例では，腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞の
噌銀線維は，対照例と同じく，細い線維と太い線維が，
ほぼ明瞭に分化して規則的に取巻いており，噌銀線維の
断裂像はほとんど認められない。これに対して異型増殖
性腸ポリープ 3例では，異型上皮細胞に接する基質の間
葉性細胞の曙銀線維は，細い線維の消失しているところ
が見られ，噌銀線維の融解，消失像が部分的に認められ
る。さらに腸癌 14例では，癌実質細胞に接する基質の
間葉性細胞の核は，多くは変性，萎縮し，その細い噌銀
表 2 剖検例の病理組織学的分類
蕩 
症例数 回腸
計 
腸 i 状結腸|直上行結腸|横行結腸|上行結腸Is
6 6|3 1 1 I 1 3 I 
1 1 1 1 1 1 I 3 
4 l 1 I 1 1 15 I 2 14 
10 1 4 1 1 I 2 I 9 1 8 6 44 
30 
63 
状
直 成成
局形局形
湯湯
限潰限潰大大
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線維は融解，消失し，太い曙銀線維に断裂，崩壊像が著
明に認められる。 
⑤ PAS反応所見
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞に接する間
質の問葉性細胞の謬原線維は，均等に淡紅色に染まって
おり，謬原線維の融解像は認められない。単純増殖性腸
ポリープ 27例では，腺上皮細胞に接する基質の間葉性
細胞の躍原線維は，対照例と同じく，ほぼ均等に淡紅色
に染まっており，謬原線維の融解像はほとんど認められ
ない。これに対して異型増殖性腸ポリープ 3例では，異
型上皮細胞に接する基質の間葉性細胞の謬原線維は， 
PAS反応の乏しいところが見られ，謬原線維の融解像
が部分的に認められる。さらに腸癌 14例では，癌実質
細胞に接する謬原線維の核は，多くは変性，萎縮し，そ
の躍原線維は， PAS反応のきわめて乏しいところが見
られ，不規則に淡紅色に染まり，躍原線維の融解像が著
明に認められる。 
⑤ 川村・矢崎脂肪染色所見
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞に接する間
質の間葉性細胞の原形質は，胞体が豊かで，その核は紡
錘形を呈しており，脂肪小滴の出現は見られず，変性，
萎縮像は認められない(写真8参照)。単純増殖性腸ポ
リープ 27例では，腺上皮細胞に接する基質の間葉性細
胞の原形質は，対照例と同じく，胞体が豊かで，その核
は紡錘形を呈しており， 脂肪小滴の出現は見られず，
変性，萎縮像はほとんど認められない。これに対して異
型増殖性腸ポリープ 3例では，異型上皮細胞に接する基
質の問葉性細胞の原形質内に，黄色に染まる小さな規則
的な脂肪小滴がわずかに見られ，その核は濃縮し，変性
像が認められる。さらに腸癌 14例では， しばしば原形
質が好塩基性で，核が過染色性を示す癌実質細胞に接す
る基質の間葉性細胞の原形質内に，また癌実質細胞と接
して崩壊した基質の間葉性細胞に接する基質の間葉性細
胞の原形質内にも，黄色に染まる大小不同の脂肪小滴が
明らかに見られ，その核は濃縮し，変性像が著明に認め
られる(写真 9参照)。 
2) 小括
正常大腸粘膜上皮組織および単純増殖性腸ポリープで
は，腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞および細線維
に変性像はほとんど認められないが，異型増殖性腸ポリ
ープでは異型上皮細胞に接する基質の間葉性細胞および
細線維に変性像，ことに脂肪変性像が部分的に認められ
る。腸癌では，癌実質細胞に接する基質の間葉性細胞お
よび謬原線維ならびに噌銀線維に変性， ことに脂肪変
性，その崩壊，融解，消失像等の滝沢の Mesenchymo・ 
dystrophieおよび Mesenchymolyse が異型増殖性腸
ポリープよりも著明に認められる。 
(8) 手術例について
手術例 8例について，年令，性別，腫療の大きさ，腫
療の肉眼的形態について検索すると，表 3のごとくにな
る。これを病理組織学的に腫蕩の発生部位とその増殖程
度(単純増殖性，異型増殖性ならびに癌腫)との関係に
ついて検索し分類すると，表4のごとくになる。すなわ
ち大腸ポリポージス 2例は，単純増殖性大腸ポリポージ
ス l例，異型増殖性大腸ポリポージス l例に分けられ，
そして大腸癌 6例と合わせて 8例が検索の対象になって
いる。 
1) 病理組織学的所見ならびに電子顕微鏡的所見
表 3 検索せる大腸の上皮性腸蕩

(千大第二外科学教室手術例，昭和 42)

〔良性腫蕩例一大腸ポリポージス〕

雲昌ßâl鰐|手術番号|年令|性別|要雪 ~I官品形長
大腸11 1 5-'671 41 1合|米粒大|茸 状
(ポリポ 1'"鳩卵大|
ジス) I21190-'671 28i♀ l米粒大 l円錐状 
1'"小豆大'"茸状
〔悪性腫窮例一大腸癌〕
表 4 手術例の病理組織学的分類
腫療の発生部位 |症例数
ポリポ{ジス 1 直腸にわたり多発 
2 
ポリポージス l 直腸にわたり多発
盲 腸 8 
上行結腸
大 腸 癌 6 横行結腸 6 
S 状結腸
直 腸- 2 
性性性性
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(a) 病理組織学的所見: 
① ヘマトキシリン・エオジン染色所見
対照例としての正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮
細胞に接する間質の間葉性細胞は，その原形質，核とも
に紡錘形で，粘膜上皮細胞に密接して整然と配列し，原
形質および核に変性像は認められない。単純増殖性大腸
ポリポージス例では，粘液形成の著明な，核の幾分大き
い高円柱状の腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞は，
その原形質，核ともに紡錘形で，対照例と同じく，原形
質および核に変性像はほとんど認められない。これに対
して異型増殖性大腸ポリポージス例では，粘液形成能の
減退，原形質の好塩基性の増加，核の軽度肥大および過
染色性を伴った異型上皮細胞に接する基質の間葉性細胞
には，原形質の好エオジン性と核の濃縮が見られ，変性
像が部分的に認められる。さらに大腸癌 6例では，癌実
質細胞に接する基質に，細胞膜に固まれた大小の空胞状
形成物が見られ，それに接する間葉性細胞は，その原形
質は不規則に縮少し，核は不整形に濃縮し，変性，萎縮
の像を呈し，一部ではエオジンで染まったその原形質お
よび核の崩壊物が見られる(写真 6，7参照)。 
② 川村・矢崎脂肪染色所見:
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞に接する間
質の間葉性細胞の原形質は，胞体が豊かで，その核は紡
錘形を呈しており，脂肪小滴の出現は見られず，変性，
萎縮像は認められない。単純増殖性大腸ポリポージス例
では，腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞の原形質
は，対照例と同じく，胞体が豊かで，その核は紡錘形を
呈しており，脂肪小滴の出現は見られず，変性，萎縮像
はほとんど認められない。これに対して異型増殖性大腸
ポリポークス例では，異型上皮細胞に接する基質の間葉
性細胞の原形質内に，黄色に染まる小さな規則的な脂肪
小滴がわずかに見られ，その核は濃縮し，変性像が認め
られる。さらに大腸癌 6例では，しばしば癌実質細胞に
接する基質の間葉性細胞の原形質内および細線維上に黄
色に染まる大小不同の脂肪小滴が多数存在していのが見
られ，その核は濃縮し，変性像が著明に認められる。 
③ トJレイジン青染色所見(エポン包埋による)
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞に接する間
質の間葉性細胞は，その原形質，核ともに紡錘形で，粘
膜上皮細胞に密接して整然と配列し，原形質および核に
変性像は認められない。単純増殖性大腸ポリポージス例
では，腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞の原形質
は，対照、例と同じく，胞体が豊かで，その核は紡錘形を
呈している。これに対して異型増殖性大腸ポリポークス
倒では，異型上皮細胞に接する基質の間葉性細胞は，そ
の核は幾分濃染し，一部にその原形質に接して空胞状形
成物が見られる。さらに大腸癌 6例では，癌実質細胞に
接する基質内に，細胞膜を有する多数の，小大の淡紅色
に均一に染まる空胞状形成物が見られ，それに接する間
葉性細胞は，多くは原形質，核ともに濃染し，その原形
質内には，大小の脂肪滴が著明に見られる(写真 13参
照)。 
(b) 電子顕微鏡的所見:
正常大腸粘膜上皮組織では，粘膜上皮細胞の基底部の
細胞膜は直線状を呈し，その外側は均一な濃度を有する
薄い幅の，いわゆる電顕的基底膜でおおわれている。電
顕的基底膜に接する基質の間葉性細胞は，原形質，核と
もに細長く，電子密度の増加は見られない(写真 10参
照)。単純増殖性大腸ポリポージス例では，腺上皮細胞
の核膜の軽度の陥入が見られる以外は，対照例と同じ
く，腺上皮細胞の基底部の細胞膜は直線状を呈し，その
外側は均一な濃度を有する薄い幅の電顕的基底膜でおお
われている。電顕的基底膜に接する基質の間葉性細胞に
は，電子密度の増加は見られない(写真 11参照)。これ
に対して異型増殖性大腸ポリポージス例では，異型上
皮細胞の外側の電顕的基底膜は，電子密度の増加ととも
にその厚みを増している。電顕的基底膜とこれに接する
基質の間葉性細胞との聞に前述の異型上皮細胞の原形質
と同じ電子密度を有し， organella のない， 境界明瞭
な細胞膜によって固まれた小空胞状形成物が見られ，そ
の部分では間葉性細胞の細胞膜は陥入して，その形成物
と接着している。この間葉性細胞は，原形質，核ともに
電子密度の増加があり，ことに核膜において明瞭であ
り，前述のへマトキシリン・エオジン染色において，基
質の好エオジン性の原形質と濃縮した核を持った間葉性
細胞を思わせる(写真 12参照)。 さらに大腸癌 6例で
は，癌実質細胞は，電顕的基底膜の欠損部を貫いて，電
子密度のきわめて低い空胞状の癌実質細胞の原形質突起
として突出し，密集しているのが見られ，その原形質突
起の先端は，その部の間葉性細胞の細胞膜および細線維
に接着し，間葉性細胞の原形質と核とはともに電子密度
が増加し，原形質内頼粒ならびに組面小胞体は不明瞭と
なり，大小の脂肪滴が認められ，退行性変化の所見と思
われる。なおこの原形質突起の周囲は，明瞭な細胞膜に
おおわれるのみで， organellaも Palade の頼粒もほ
とんど見られない(写真 14，15，16，17参照)。 
2) 小括
病理組織学的所見においては，正常大腸粘膜上皮組織
および単純増殖性大腸ポリポージスでは，腺上皮細胞に
接する基質の間葉性細胞に変性像はほとんど認められな
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いが，異型増殖性大腸ポリポーヲスでは，異型上皮細胞
に接する基質の間葉性細胞に変性像が部分的に認められ
る。大腸癌では，癌実質細胞に接する基質に，細胞膜に
固まれた大小の空胞状形成物が見られ，これは滝沢のい
わゆる進行性空胞変性の報告に一致する所見である。ま
たこの空胞状形成物に接する基質の間葉性細胞に変性，
ことに脂肪変性，その崩壊，消失像等の Mesenchymo・ 
dystrophieおよび Mesenchymolyseが異型増殖性大
腸ポリポーヲスよりも著明に認められる。
電子顕微鏡的所見においては，正常大腸粘膜上皮組織
および単純増殖性大腸ポリポーツスで、は，基質の間葉性
細胞に変化はほとんど認められないが，異型増殖性大腸
ポリポージスでは，電顕的基底膜より突出したと考えら
れる異型上皮細胞の原形質小突起が，軽度に散在性に存
して基質の間葉性細胞に接着し，この間葉性細胞には，
その退行変性を示唆する電子密度の増加が見られる。大
腸癌では，電顕的基底膜の欠損部を貫いて，基質に，癌
実質細胞の原形質突起が連続的に侵入し，著明ないわゆ
る進行性空胞変性を認め，癌実質細胞に接する基質の間
葉性細胞および細線維の変性，ことに脂肪変性とその崩
壊像等の Mesenchymodystrophieおよび Mesenchy-
molyseが認められる。 
IV 総括ならびに考案
腫蕩一主として癌ーを取扱う場合，その細胞内の癌化
等の問題とともに以下に記述する腫鹿実質と基質との相
関問題は，癌の基本的課題と言ってよいであろう。癌が
その悪性なる態度をもって増殖するのも，基質との相関
においてであることを考えれば，まさに強い関心を向け
るべき問題と言えよう。
滝沢らは腫虜基質の問題について，病理形態学的立場
より解明せんと，数年来研究を続け，癌巣の周囲におけ
る基質の間葉性細胞およびその線維の変質(変性， 壊
死)は，癌の増殖と密接な関係にあることを認め， 
Mesenchymodystrophie (癌性間葉異栄養)および 
Mesenchymolyse (癌性間葉融解川仏間)と提唱して
いる。 Mesenchymodystrophieおよび Mesenchymo圃 
lyseの発想，由来については，滝沢の綜説12)，32)に詳し
いが，その概念の裏づけには人体各臓器における系統的
な研究がある。すなわち肺臓(小林(延)勺，肝臓(青
木5))，胃(滝沢ら 6))，子宮(滝沢ら 1〉，鈴村ら判)，腎
臓・尿路系統(中村ら 27)) の上皮性腫、蕩，また肉腫(滝
沢らへ椙田ら拘)のごとき非上皮性腫虜， さらに造血
臓器腫虜(日浦21))と広範囲におよんでいるのである。
一方腸においては，前述の小括 (III(A) 2))および著
者向，25)，31)の報告にもある通り，良性および悪性上皮性
腫蕩の基質に著明な差が認められて， Mesenchymo・ 
dystrophieおよび Mesenchymol yse を確証すること
ができた。その際，前癌状態と考えられる異型増殖性腸
ポリープにおいて，その異型上皮細胞に接する基質の間
葉性細胞に， Mesenchymodystrophie の像が認めら
れたことは特に注目すべきことであり，癌化によって 
Mesenchymolyse を起こすことを予想すべき所見と考
えられる。
これらの成績と関連して，飯田ら町による，マウスに
おける子宮頚癌発生実験での 3H-thymidine の取り込
みの研究に触れる。それによると，癌巣の周辺部は，蛋
白質合成がきわめて旺盛であるため，癌実質細胞の 3H・ 
thymidineによる銀頼粒の沈着は著明となり， そして
それに接する基質の間葉性細胞には， 3H・thymidine取
り込みによる銀頼粒の沈着が乏しいことを確かめてい
ることは，癌腫の Mesenchymod ystrophie および  
Mesench ymol yseを確証する一つの方法と思われる。
基質の間葉性細胞およびその線維における脂肪変性に
ついて述べる。林(豊〕ら 9)，1)，14)は川村・矢崎脂肪染色
によって見られる基質の間葉性細胞の脂肪変性は，その
細胞の構成脂質に結合している蛋白質の分解することに
より起こる可能性を考えている。またその脂質は中性脂
肪であり，悪性腫虜が，その実質細胞に接する基質の間
葉性細胞に影響を及ぼすためであると述べている。著者
は脂肪染色における検索にあたっては，組織学的に局所
に炎症性変化のない場所を特に注意して選んだ。その
際，組織球由来の脂肪頼粒細胞は，脂肪頼粒が細かく大
きさが規則的であるのに対し，検索対象とする腸癌の実
質細胞に接する基質の間葉性細胞の場合は，大小不同の
脂肪小滴であり，同時に核の変性像を認めている点が特
徴である。
滝沢13)，1凡町は基質における組織球，白血球， 形質細
胞の浸潤を，一種の吸収性修復性炎症のためであるとし
ている。それは基質の間葉性細胞の脂肪変性ないし空胞
変性と基質の間葉性細胞より形成される噌銀線維の脂肪
変性が進行して，その原形質の残澄，核の崩壊物，噌銀
線維の離断されたものなどの処理のために遊走すると考
えている。著者も同じように考えているが，その浸潤細
胞をめぐって，間質反応なる概念、を持つ人々の意見があ
る。それについては後述する。
以上の主として剖検例における腫蕩基質の研究とは別
に，滝沢ら 7)，17)，19)，28)はマウスに発生させた肺癌の基質
にも Mesenchymod ystrophieおよび Mesenchymo・
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lyseを認め，また滝沢ら 3勺土マウスにおける実験的皮 キシリン・エオヲン染色について，前述したエポン包埋
膚癌を用いての組織培養による検索からもこれを確かめ によるト Jレイツン青染色および電子顕微鏡的所見との関
ている。 連において，癌実質細胞に接する各所の部分に，細胞膜
緒言で述べた H王 問emann1， Boans 叫 町 tし，rs叫 ま7たと Fischer によって固まれた大小多数の空胞状形成物が確認された
(υ19句白54)5
れの線維化あるいは炎症性細胞の浸潤等を，癌腫に対す
対する生体の防禦反応的意義に解している。日本では，
今井ら向，町が長年にわたる，多数の人癌の手術易Ij出材
料および剖検材料の全割面切片による検索から，増殖性
間質反応に，抗腫蕩的意義を提議した。この間質反応の
問題は，癌治療の立場よりも取り上げられ，癌とその宿
主との関係における宿主の抵抗性の問題として，臨床の
方面で検討されている。井口ら向は進行性胃癌の発育先
端部およびその転移巣における間質反応と予後との関係
を検討し，また林(周)ら 57〉，藤森ら別 iま乳癌の予後との
関係で調べ，いずれも間質反応に抗腫蕩的意義を付する
結果を出している。著者は癌腫の発育は，癌細胞自身の
増殖力以外に生体側における諸条件，中でもその増殖に
対する抑制機転との差によって表わされるという考えに
は，一概に否定できないものがあると思う。これと関連
して，著者らの主張する癌腫に接する基質の間葉性細胞
およびその線維の変性，崩壊像が，間質反応を主張する
人々によって，基質に出現している浸潤細胞の作用の結
果による癌細胞の崩壊像であろう，という批判の声が聞
かれなくはなかった。しかし，このような光学顕微鏡レ
ベルで、の癌腫基質の組織像の解釈に対しては，著者の行
なった人大腸癌例の電子顕微鏡での観察により，癌細胞
からの原形質突起と変性に陥った基質の間葉性細胞およ
びその線維の像が捕えられたことを考えた場合，滝沢の
概念を一層確実なものにすることがで、きたので、はないか
と思われる。
さらに，主として手術例を用いての腫蕩基質の研究
は，組織化学的立場からもなされている。すなわち林
(豊)ら 14λ18)ス川リペ滝沢ら 17)，1への研究があり，特に林
(豊)らは人体悪性腫蕩の基質の結合織における，酸性粘
液多糖類 (AMP)の変動と腫、虜の悪性度， ことにその
浸潤度との聞には，関連があり，悪性度判定の一助とな
ることを報告している。 AMPの証明には，アルシアン
青染色を使い，悪性腫蕩実質細胞に面する謬原線維には
陽性物質が認められず，やや離れた線維には青染するも
のが多いことを見，この変動は線維芽細胞の酵素活性，
ことに adenosinediphosphatase活性と関連して増減
することを認めていることは，癌の基質の変性，崩壊の
程度を知る証拠になると思われる。
ここで注目すべき所見は，大腸癌手術例 6例のへマト
ことである。 この所見は， すでに滝沢ら mが昭和 42年
の第 26回日本癌学会総会において， マウス実験的肺癌
の研究で，いわゆる進行性空胞変性として報告している
が，今後広く人体癌腫例においても確かめられうる所見
と言えよう。
癌腫の基質の変化に関する電子顕微鏡的研究は，関ら 
2)が早くより手がけ，手術的に別出した勝脱乳頭腫，胃
癌，食道癌およびター Jレの皮膚塗布により発生せしめた
マウスの乳頭腫および癌腫における基質の間葉性細胞，
基底膜の変化を検索している。乳頭腫の場合と異なり，
癌腫においては，基質の間葉性細胞の変性，崩壊と電顕
的基底膜がじばしば欠損することを観察している。他臓
器の癌腫の基質については，小林(充)1べ岩瀬16〉，木下
町の人子宮頚癌およびマウスにおける実験的子宮頚癌で
の研究があり，マウス実験的肺癌については，滝沢・大
津ら 17)，19入28)の研究がある。小林(充)は電顕的基底部の
部分的欠損，癌巣に接する基質の間葉性細胞における 
osmiophilic granulesの存在(脂肪変性)およびミト
コンドリアの膨化等による退行変性像，また癌細胞間の
基質中に，各種の細胞崩壊像を示す細胞間物質の存在を
認めて，子宮頚癌における Mesenchymodystrophie 
および Mesenchymolyseを確証している。岩瀬はこれ
より一歩進めて，子宮頚癌組織の浸潤増殖度別の観察を
行ない，浸潤増殖度の強くなるにつれて，広範囲の電顕的
基底膜消失および謬原線維，線維芽細胞の変化が強くな
ることを認めている。木下はマウス実験的子宮頚癌の観
察により，人体例における小林(充)，岩瀬の結果を動物
においてもほぼ確認し，癌細胞の細胞質突起が，種々の
形を呈して基質へ侵入している像を捕えている。滝沢・
大津らもマウス実験的肺癌において，これらの人体例と
同様の所見を認めている。かかる成果を基にして，著者
間は人体手術例における大腸の上皮性腫療の電子顕微鏡
的検索を行なったわけである。その結果，大腸癌の癌実
質細胞の原形質突起が，その電顕的基底膜の欠損部から
多数にわたって侵入しー滝沢ら町のマワスの実験的肺癌
におけるいわゆる進行性空胞変性に一致する像，それ
が癌実質細胞に接する基質の間葉性細胞および細線維の
変性，崩壊を起こしていると思われる像が得られた。異
型増殖性大腸ポリポーヲスにおいても，異型上皮細胞基
底部に接する基質の間葉性細胞に，退行変性を示唆する
電子密度の増加を見，同時に異型上皮細胞の原形質小突
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起と考えられる形成物がこれに接着しているのが認めら
れたことは，すでに前癌性変化の段階において，癌細胞
に特有の周囲への「破壊ならびに浸潤性増殖」が軽度に
始まっていると推測され，きわめて興味あることと思わ
れる。なお滝沢2川こよれば，マウスの癌性上皮細胞に，
その旺盛な蛋白質代謝を暗示する酸性カテプシン様酵素
活性が増強し，それが基質に接する部分に多く，ことに
間葉性細胞に接する前述のごとき原形質突出部に増強し
ているという所見は，いわゆる進行性空胞変性との関係
において注目されるべき事がらであり，人体癌腫例にお
いての解明が待たれるわけである。
ここで、諸家の人大腸癌の電子顕微鏡的検索について触
れる。この検索は 1960年よりの記載が最初と思われる。
(1960)らMueller59" 960)ら(1Ashworthすなわち 
削， Fisherら (1962)61)，Birbeck ら (1963)6汽 Imai
ら (1963)63)，Hollmann (1964)64)，Haguenauら (1964)
町， Donnellan (1965)的， Spjutら(1967)67)の研究が
おもなものであるが，日本においては，大腸癌ないし大腸
ポリープの電子顕微鏡的研究の報告は見当たらないよう
である。上記の外国における研究のうち，著者の認めた
癌実質細胞の原形質突起については， Ashworth らが 
extension of neoplastic cell cytoplasm into stroma 
として， Fisher らは pseudopodal extension とし
て， Imaiらは cytoplasmicprojection としてそれぞ
れ記載しているのみであるが，いずれも正常粘膜上皮細
胞には見られない所見としている。また lmaiら聞は 
adenomatous polypには，この所見が認められないこ
とを報告している。著者が異型増殖性大腸ポリポージス
において認めた原形質突起については，いまだ報告はな
いようである。もちろん上皮性大腸腫蕩と基質に関する
問題を電子顕微鏡的立場より報告している文献は見当た
らない。
次は悪性腫虜の周辺における生化学的視点、よりの研究
であるが，これは以前よりなされ， Bierich (1927)聞
の乳酸加水分解説， Waldschmidt聞 Leitz(1930)70) の 
Kathepsin説， McCutcheonら(1947)71)の hyaluro蝿 
nidase説， Gershら (1947)向の collagenase様酵
素説など，腫湯細胞内に存する物質の作用によって基質
に変化が起こると推測されてきた。 Sylven ら (1960) 
73)，7めはこの悪性腫虜の浸潤点の生化学的な解析のため
に，一連の研究を行なっている。それによれば，動物の
悪性腫虜細胞の超近接部位に， 0.1-0.6mmの glass-
capi1laryを20"，30本挿入し，基質内液を採取し， そ
の液体の酵素活性を測定している。その結果，マウスの
血液および腹水中の活性値に比して， dipeptidase は 
40，. 100倍， arginaseと glutathion reductase は 5
，.20倍， pH 4.5のとathepticactivityは3，.4倍の高
さを呈した。これらは細胞の microsome に主として
存する酵素であることから，癌細胞より，その透過性の
充進によって穆み出たものであることが十分考五らーれ，
またこれらの蛋自分解酵素が，周囲である基質に破壊的
活動をしないとは言えないと言っている。馬場 75)は 
m i1lipore filterを使って， leucine aminopeptidase 
が癌細胞浸潤の尖端に，陽性に出るとの結果を出してい
る。
滝沢11)，1礼的は以上の Mesenchymodystrophieおよ
び Mesenchymol yseの起こる機序として，癌細胞が激
しい新陳代謝を行なう結果，周囲より栄養を過剰に吸収
し，よって癌細胞に接する基質の間葉性細胞は栄養障害
に陥り，脂肪もじゅうぶん処理ができなくなり，ついに
崩壊，消失すると考えている。勝田ら向は組織培養によ
る観察から，次の結果を報告している。すなわち，正常
肝細胞と肝癌細胞とを同一容器に混合培養すると，肝癌
細胞は正常肝細胞に接近し，細胞質突起を伸ばして正常
肝細胞に吸着し， Pinocytosis により正常肝細胞質内
の栄養物を吸収(あるいは毒性代謝物の注入も?)によ
って死に至らしめたことを顕微鏡映画によって観察して
いる。著者は癌細胞に接する基質の間葉性細胞の変性司
崩壊，消失像の問題は，光学顕微鏡的に認められた所見
が，電子顕微鏡的に裏打ちされたごとく，癌細胞よりの
積極的な働きかけによるのではないかと考える。癌実質
細胞に接する基質の崩壊物は，基質からの影響によるも
のは少ない，と考えるわけである。
結局，滝沢によって提唱された，癌実質に接する基質
の間葉性細胞の変性，崩壊，消失像等の所見の機序解明
は，古くから言われている癌細胞の「破壊ならびに浸潤
性増殖」の機転の解明へとつながり，そして癌の本態を
明らかにする道に近づく一手段となることがじゅうぶん
予想されると思われるのである。 
V結論
剖検材料より，単純増殖性腸ポリープ 27例，異型増
殖性腸ポリープ 3例，腸癌 14例，合計 44例を光学顕微
鏡的に，また手術材料より，単純増殖性大腸ポリポージ
ス l例，異型増殖性大腸ポリポージス l例，大腸癌 6
例，合計8例を光学顕微鏡的ならびに電子顕微鏡的に検
索した。 
1) 光学顕微鏡的には，単純増殖性腸ポリープでは，
腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞および細線維に変
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性像はほとんど認められなかった。異型増殖性腸ポリー
プでは，そこに変性像，ことに脂肪変性像が部分的に認
められた。腸癌では，その脂肪変性，崩壊，融解，消失
像等の滝沢の Mesenchymodystrophieおよび Mesen-
chymolyseならびに， いわゆる進行性空胞変性に一致
する像が認められた。 
2) 電子顕微鏡的には，単純増殖性大腸ポリポージス
では，腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞に変化はほ
とんど認めなれなかった。異型増殖性大腸ポリポージス
では，電顕的基底膜より突出したと考えられる異型上皮
細胞の原形質小突起が，軽度に散在性に害して基質の間
葉性細胞に接着し，この間葉性細胞には，その退行変性
を示唆する電子密度の増加が見られた。大腸癌では，電顕
的基底膜の欠損部を貫いて，基質に癌実質細胞の原形質
突起が連続的に侵入し，いわゆる進行性空胞変性を認
め，癌実質細胞に接する基質の間葉性細胞および細線維
の変性，ことに脂肪変性とその崩壊像等の Mesenchy-
modystrophieおよび Mesenchymolyseが認められた。
これらの変化は，癌実質細胞に接する基質の間葉性細
胞の変質，すなわち Mesenchymodystrophie および 
Mesenchymolyseならびに， いわゆる進行性空胞変性
とともに，腸における癌性悪性化とも密接な関係のある
形態学的特徴を示すものと考えられる。
稿を終わるに臨み，終始 C懇篤なと指導を賜わっ
た本学病理学教室滝沢延次郎名誉教授，井出源四郎
教授，林 豊助教授ならびに乙の研究の機会を与え
られた第二外科学教室佐藤 博教授に深甚な謝意を
ささげますとともに，電子顕微鏡使用に際し種々と
教示をいただいた第二解剖学教室喰代 修技官に厚
くお礼申し上げます。また多大のと協力を受けた病
理学教室の諸兄l乙衷心より感謝致します。
(本論文の要旨は，第 26回(昭和 42年)および
第 27回(昭和 43年)目、本癌学会総会にて発表し
た。) 
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71 腸の良性および悪J性腫蕩における基質に関する病理組織学的ならひ、に電子顕微鏡的研究 
写真説明
写真 l。正常大腸粘膜上皮組織。
粘膜上皮細胞に接する間質の間葉性細胞は，粘膜上皮細胞に密接して整然と配列し，変性像は認められな
い。(x400，へマトキシリン・エオジン染色)
写真 2。単純増殖性S状結腸ポリープ。
高円柱状の腺上皮細胞に接する基質の間葉性細胞には，変性像は認められない。(症例番号 15く剖検番号 
162一喝1>，x400，ヘマトキシリン・エオジン染色)
写真 3。異型増殖性下行結腸ポリープ。
右上方部の異型上皮細胞に接する基質の間葉性細胞の原形質の染色性は減少し，核の淡明化と萎縮が見ら
れ，変性像が認められる。乙れに対して，下方部の腺上皮皮細胞に接んる基質の間葉性細胞には，変性像は
認められない。(症例番号 14く剖検番号 137-'66>，x 400，ヘマトキシリン・エオジン染色)
写真4。十二指腸癌。
高円柱状の癌実質細胞に接する基質の間葉性細胞の核は変性，萎縮し，その線維は崩壊，融解像が著明l乙
認められる。(症例番号 31<剖検番号 26-'67>，x 4.0，へマトキシリン・エオジン染色)
写真 5 S状結腸癌。0 
癌実質細胞に接する基質の間葉性細胞および細線維と，右下方部の小血管内皮細胞ならびにその周囲の間
葉性細胞に変性，崩壊像が著明に認められる。(症例番号 40く剖検番号 97-'66>，x 400，ヘマトキシリン
.ニオジン染色)
写真6。上行結腸癌。
癌実質細胞に接する基質K.，細胞膜に囲まれた大小の空胞状形成物が見られ，それに接する間葉性細胞
は，変性，萎縮の像を呈し，一部ではその原形質および核の崩壊物が見られる。(症例番号4く手術番号 78 
-'67>，x 1000，ヘマトキシリン・エオジン染色)
写真 7 S状結腸癌。0 
癌実質細胞に接する基質は疎懸となり，間葉性細胞の核は濃縮し，一部原形質および核の崩壊像も見られ
る。(症例番号6く手術番号 178-'67>，x 400，ヘマトキシリン・エオジン染色)
写真8。正常大腸粘膜上皮組織。
粘膜上皮細胞に接する間質の間葉性細胞の原形質内 1<:，脂肪小滴の出現は見られず，その核l乙変性，萎縮
像は認められない。 (X400，川村・矢崎脂肪染色)
写真 9 S状結腸癌。0 
癌実質細胞に接する基質の間葉性細胞の細線維は融解し，その間葉性細胞の原形質内には，黄色に染まる
大小不同の脂肪小滴が著明に見られ，その核は濃縮し，変性像が著明 l乙認められる。(症例番号 40く剖検番
号97-'66>，x 1000，川村・矢崎脂肪染色)
写真 10。正常大腸粘膜上皮組織。
粘膜上皮細胞 (NEC)の基底部の細胞膜は直線状を呈し，電顕的基底膜 (BM) 1乙接する間質の間葉性細
胞 (MC) には，電子密度の増加は見られない。 (X5300，ウラニール・鉛二重染色)
写真 1。単純増殖性大腸ポリポージス。
腺上皮細胞 (SPEC)の基底部の細胞膜は直線状を皇し，電顕的基底膜 (BM) Iζ接する基質の間葉性細
胞 (MC)には，電子密度の増加は見られない。(症例番号 lく手術番号 5-'67>，x5300，ウラニール・鉛
二重染色)
写真 12。異型増殖性大腸ポリポージス。
異型上皮細胞 (APEC)の電顕的基底膜 (BM) と乙れに接する基質の間葉性細胞 (MC) との聞に，小
空胞状形成物が見られ，その部分では間葉性細胞の細胞膜は，陥入してその形成物と接着している。また間
葉性細胞には，原形質，核共に電子密度の増加がある。(症例番号 2<手術番号 190ー '67>，x 15600，ウラ
ニール・鉛二重染色)
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写真 13。上行結腸癌。(写真6と閉じ例)。
癌実質細胞に接する基質内 K.，細胞膜を有する多数の，大小の淡紅色lと均ーに染まる空胞状形成物が見ら
れ，それに接する間葉性細胞は，原形質，核共に濃染し，その原形質内 l乙は，大小の脂肪小滴が著明 lと認め
られる。 (x1000，トルイジン青染色)
写真 14。上行結腸癌(写真6と同じ例)。
癌実質細胞 (CC) は電顕的基底腹 (BM)の欠損部を貫いて，電子密度のきわめて低い空胞状の癌実質細
胞の原形質突起 (CP) として突出し，密集しているのが見られる。 (x10100，ウラニール・鉛二重染色)
写真 15。上行結腸癌(写真 6と同じ例)。
癌実質細胞 (CC) f乙挟まれた基質には，多数の，大小の電子密度のきわめて低い空胞状の部分が散在し，
間葉性細胞 (MC)の原形質内には，大小の脂肪滴 (F)が存する。(X5300，ウラニール・鉛二重染色)
写真 16 S状結腸癌(写真?と同じ例)。0 
癌実質細胞 (CC) は原形質突起 (CP) として突出し，密集している。その原形質突起の先端は，間葉性
細胞 (MC) の細胞膜に接着し，間葉性細胞は電子密度が増加している。 (x6400，ウラニール・鉛二重染
色)
写真 17 S状結腸癌(写真?と同じ例)。0 
癌実質細胞 (CC)の原形質突起 (CP)の周囲は，明瞭な細胞膜におおわれるのみで， organellaもPalade
の頼粒もほとんど見られな~ ¥ 原形質突起に接着する間葉性細胞 (MC)および線維には， 電子密度の増加0
がある。 (x10100，ウラニ{ル・鉛二重染色)
電顕略語 
NEC Normal Epithelial Cell 
SPEC Simply Proliferative Epithelial Cell 
APEC Atypically Proliferative Epithelial Cell 
CC CarCinoma Cell 
CP Cytoplasmic Projection 
BM Bosement Membrane 
MC Mesenchymal Cell 
F Fat Droplet 
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